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第Ⅱ章 調査研究の経過・まとめ

いじめ問題への対応の充実を図る道徳科授業の開発とその普及

～いじめ防止に関わる役割演技を用いた道徳授業の開発と，指導者用ビデオの作成

を通して～

1．問題の所在

小学校では平成 30年度から，中学校では平成 31年度から教科化を迎える「特別の教科
道徳」（以下，道徳科）において，「質の高い多様な指導方法」１）の一つとしてにわか

に注目を浴びているのが，「道徳的行為に関する体験的な学習」としての，役割演技であ

る。

しかし，「質の高い多様な指導方法」としてあげられている自我関与が中心の話し合い

や，問題解決的な学習と違い，役割演技は，教科学習等において日常的に活用されてきた

わけではない。そのため，技芸として理解されたり，単なる行為の訓練や練習を目的に用

いられたりする実践が少なくない。むしろ，そのような活用の方が，教育では一般的だと

言っても過言ではない。そのため，道徳科の教科書においても，役割演技の活用が，教科

書に書かれているとおりに台詞を言わせたりするだけの活用か，単なる行為の訓練として

の利用に終始するであろうことが予想される内容のものもみられる。

ところで，筆者は研修会等に講師としてよばれた際に，役割演技の実際をビデオで示し

たり，模擬授業を行ったりすると，参加者のそれまでの「役割演技」のイメージが一変す

ることは珍しくない。同様に，いじめの役割演技は絶対しないように話したあと，「実は，

やってしまったことがあり，先生が話されたように，生徒が不登校になりました。知らな

かったとはいえ，ひどいことをしてしまいました。」などと打ち明けられることは，珍し

くない。

このように，役割演技はその理解や活用が誤解されたまま，広く全国で展開されようと

している。教科書に描かれた「いじめの場面」が演じられることも高い確率で想定される。

もしそのことで傷つく子供が全国で出現するとしたら，取り返しのつかないことになると

危惧するのは筆者だけではないはずである。そのため，本研究では，いじめ問題への対応

の充実につながる，教科書の具体的な教材を用いた役割演技による授業展開例を示し，指

導方法として未だなじみの薄い役割演技の活用について正しく理解し，有効な活用につい

て伝え，教師が実践できるような資料として提供することを目的とする。

なお，当初は DVD 等のビデオ資料の作成や提供を視野に入れていたが，教科書採択の
関係で，教科用図書の取り扱いがこれまで以上に厳格化され，小学校の道徳科の教科書を，

平成 30 年 4 月 1 日より前に入手することが不可能であったため，当初の計画の変更をせ
ざるを得なくなった。そのため，本研究報告としては，各学校で使用できる授業案につい

て実践を通して検討し，効果的と判断された授業についてその指導案を提供することでそ

の代わりとすることとした。今後，報告者の担当する学部・大学院の授業を始め，講師を

依頼された研修会や，平成 30 年度本学に開設された上廣道徳教育アカデミーでの様々な
事業の中で，積極的に報告，活用，伝達，普及を図るようにしていきたいと考える次第で

ある。
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２．研究の目的

止むことを知らない学校におけるいじめ問題について，いじめ問題への対応の充実をそ

の内容の一つとした「特別の教科 道徳」（以下，道徳科）の果たす役割が期待されてい

る。その際，その効果的な指導方法として期待されるものの一つが役割演技であるが，活

用によっては効果的ではあるものの，逆に，使い方を間違えると，児童・生徒に大きな心

理的なダメージを与えるものでもある。だが，このような，役割演技に関する理解や活用

は十分とは言えない。

そこで，本研究では，いじめ問題への対応の充実を内容とする役割演技による道徳科の

授業開発を行うことを目的とし，本研究の成果を指導者用の授業事例として紹介しながら

その普及を目指すようにすると共に，将来的に教師用の研修教材としての動画の作成の可

能性を探る。

３．研究Ⅰ（予備調査） いじめ問題への対応の充実を内容とする役割演技による道徳科 の授

業開発 －小学校低学年教材「およげない りすさん」の授業開発を例として－

問題の所在で示したとおり，道徳科の教科書を，平成 30 年 4 月 1 日より以前に入手す
ることが不可能であったため，それまで既に全国の学校の全児童に配布されていた「わた

したちの 道徳 小学校一・二年」から「およげない りすさん」を教材とした授業開発

を先行させた。以下，その実際について報告する。

（１）本教材を扱う際の留意事項

本教材では，泳げないりすが，池のほとりで池の中に浮かぶ島に渡って遊ぶ相談をして

いたアヒルと亀と白鳥の所にやってきて，自分も一緒に連れて行って欲しいと頼むが，「り

すさんは，泳げないから 駄目」と拒否され，一人池のほとりに取り残されてしまう。

この，島に連れて行くように頼むりすの願いを断って行ってしまう場面を演じる役割演

技の事例は少なくない２）。このような「仲間外れ」の状況を広く「いじめ」の場面ととら

えると，いわゆるいじめっ子がいじめられる役，すなわち，泳げないことを理由に仲間外

れにされるりすを演じることは，「相手の立場や価値観を理解できる」３）効果の期待を否

定できない。だが，一方で，即興的に演技する役割演技では，「感情を傷つけような役割

を演じさせることは，絶対に避けるべき」４）という指摘がある。確かに，「ただ単に観念

的に考えたり話し合ったりする場合と違って，問題を色々な立場から具体的に見直させて

問題の解決に迫らせることができるという利点」５）は役割演技の最大の特徴の一つである。

役割演技は「ただ単に観念的に考えたり，話し合ったりするのと違って，なまなましい体

験としてそれを感じたり，考えたり，見直したりさせることができる。」６）では，フィン

クションだからという理由で，いじめられる役をどの児童（特に，いじめを受ける経験を

持つ児童）にも演じさせることに，何の問題も生じないのか。例えば，尾上明代（2011）
７）は，いじめの場面を演じさせて負の影響が出てしまった例を取り上げ，「「ドラマを使

えば，このような（いじめの）問題を子どもが学べる・役に立つ」という誤解や幻想があ

ったのでしょう。」（（ ）内は早川による）と解釈し，「ドラマセラピストでなくても，

何らかの形で「ドラマ」を扱った活動を他人に対して行おうとする人は，「ドラマ」の影

響力について知る必要と責任がある」と注意を喚起している。
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このように考えると，本教材では，島に渡った後，遊んでいても楽しくなかった動物達

の心情を共感的に理解した後，子ども達が演じたい翌日の動物達とりすを演じるようにす

れば，りすを仲間外れにする場面を演じなくても，道徳的価値の理解や自己の生き方につ

いての考えを深めることかできると言える。だが，そのような理解に基づく活用は，一般

的なものではない現状に鑑み，本研究では，あえてりすが仲間外れにされる場面から演じ

る授業案を提案することを検討した。その際，児童の心理的な傷付きを防ぐため，以下の

点に留意した。

①仲間外れにされるりすについては，椅子をりすに見立てる。

②椅子のりすを仲間外れにした動物を演じた児童で，翌日の創造的な場面を演じる。

（２）授業案の検討の実際

本研究で指導案として公開し，提供するために，研究室での院生を対象とした模擬授業，

大学院での科目での模擬授業，免許状更新講習での模擬授業，講師として招かれた研修会

での模擬授業などでその効果や課題を明確にするとともに，改善を繰り返した。

以下，報告者が担当する免許状更新講習等での実際を中心に，報告する。

①．方法

○対 象：筆者が講座を担当する免許更新講習受講者のうち小学校教諭（37名）と
筆者が講師の研修会に参加した小学校教諭（17名）

○期 間：2017年 7月～ 2018年 1月
○手続き：筆者が展開する，「およげない りすさん」を教材とした役割演技による

道徳科の模擬授業を児童（学習者）として受け，アンケートに答える。

②．教材について

池の中に浮かぶ島まで泳いで遊ぼうとする亀やあひるや白鳥は，一緒に行きたいとお願

いするりすを，泳げないことを理由に置いてきぼりにして，島に渡ってしまう。しかし，

りすのことが気になって，遊んでいても，ちっとも面白くない。

教材にはこの後，翌日亀がりすを背中に乗せて，みんなで島まで渡るところが描かれて

いるが，その部分はカットして提示した。

③．授業の実際

○我がまま言わないの！

りすが，亀，あひる，白鳥に懇願する場面を役割演技で演じた。一緒に連れて行くよう

に必死に食い下がる「りすに見立てた椅子」に向かって，亀たちは，「我がまま言わない

の！」「危ないから泳げるようになってからね。」などと言って，島に渡ってしまう。演

じた後の話し合いでは，観客や演者から，「りすはわがまま」「かわいそうだけど，泳げ

ないから無理」などの感想が出された。そこで，授業者（以下，監督）が「椅子をりすに

しましたが，このりすは，どんな顔をしているように見えましたか」と観客に問うと，「下

を向いて，涙がこぼれているように見えた」「とぼとぼと寂しく一人で帰って行く姿が見

えた」等の発言があった。すると，演者たちの表情がみるみる変わっていくのがわかった。
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○怖くなかったよ

この後，島に渡った亀たちが楽しくなかった理由を問うようにすると，亀を演じた演者

は，「りすさんは，どうしているかなと思って」とうつむきながら，後悔するように語っ

た。そこで，翌日，池のほとりで再びりすと出会う動物達を演じることにした。なお，こ

こからはりすは椅子ではなく，監督がりすに指名した演者が演じるようにした。

亀は，りすに出会うとすぐに謝り，みんなで島に渡って遊ぶことを提案した。しかし，

りすの表情が曇ったことに気付くと，「僕の背中に乗って」と，笑顔で提案した。すると

りすは笑顔になって，亀の背中に乗った。途中，亀が疲れてくると，応援の声を上げて寄

り添っていた白鳥やアヒルが代わる代わる自分の背中にりすを乗せて，とうとう，みんな

で島まで，渡りきって，楽しく遊ぶことができた。

演じ終わった後，亀はゆっくり泳いでいた理由を，「『りす子』さんに波がかかってし

まうと怖がると思ったから」と話し，りすは，「みんなが優しかったから，ちっとも怖く

なかった」とその喜びを語った。

④．アンケートの結果

Ｑ．「およげない りすさん」の授業を，本講座での授業のように行いたいと思いますか。

＜主な理由＞

・最後の場面の演者たちの笑顔を，学級の子供たちにも味

合わせてあげたい。

・役割を演じることで，自然に登場人物に自分を重ねて考

えられる。

・実際に自分が演じて心の変容を実感し，感動したから。

・観客であったが，「一緒だと嬉しい」を実感できたから。

・子どもに，真剣に考えてもらえると感じたから。

・りす役の演者にも配慮ができるから。

・自己中心的な思考が強い子ども達が，自分から考え，相

手の気持ちや自分の行動に気付くことができそうだから。

■仲間外れを行うのはつらく，演技するのが危険。

Ｑ．椅子をりすに見立てたり，演者を変えずに翌日の場面を演じるようにしたことを，ど

のように感じましたか。

・実際に人が演じなくても想像で表情が分かることが実感できたので，やろうと思った。

・演者を変えないことが，演者の心のケアになり，その子達の心を救っていたように思う。

・「負の活動」を演じさせないことに賛成。受講者の目に，様々な椅子の表情が見て取れ

たと思う。

以上の結果から，本調査で用いる指導案を作成し，千葉大学附属小学校八木橋朋子 教

諭に授業展開を依頼した。その実際について，以下に報告する。

33
18

3
0

是非行いたい
できれば行いたい
できれば行いたくない
絶対に行いたくない
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４．研究２（本調査） いじめ問題への対応の充実を内容とする役割演技による道徳科の 授業

開発 －小学校低学年教材 「およげない りすさん」の授業実践を例として－

①．方法

○対 象：千葉大学教育学部附属小学校 １年生及び２年生

○期 間：2018年 5月，2018年７月
○授業者：早川が作成した指導案を基に，八木橋 朋子教諭（以下，監督）が展開

（事前の 2018 年 5 月に，本研究で作成した指導案を基に，早川が千葉大学附
属小にて模擬授業を実施し，八木橋教諭に公開しながら，授業構造等を説明

した。）

※以下２年生の授業の実際を報告する。

②．授業の実際

○遊ぶ時間がなくなるから邪魔

動物を演じた児童は，りすに見立てた椅子に対して，「楽しくなくなるから連れていけ

ない」「自分が遊ぶ時間が無くなるから邪魔」など，「行きたい」と言い張るりす（椅子）

に，厳しい言葉を浴びせた。観客からも，「りすを連れて行っても，（帰りは疲れて）お

いて行くことになるから，楽しく遊べない。」といった意見や，「連れて行きたいけど，

溺れたら責任が取れないし，申し訳ない。」という意見が出された。

○泣いているように見える

そこで監督が，「椅子だけど，この『りす』さん，どんな顔をしているようにみんなに

は見えるかな。」と問うと，児童は初めてはっとしたような表情になり，「泣いているよ

うに見える。」「わざとそうしたわけではないけれど，仲間外れにされた気がする。」「3 人
は泳げるから一緒だけど，自分だけ（泳げないから）違うって，悲しい気持ち。」と，り

すの悲しみを想像することかできた。

すると，それを聞いていた動物達から，「やっぱり入れてあげれば良かった。」「友達が

多いと楽しいもん。」と言った声が出たので，翌日の動物達を演じることにした。

○仲間外れにしちゃってごめんね

（ここからりすは椅子ではなく，前の発問で椅子の『りす』が「泣いているように見える。」

と発言した児童を監督がりすに指名し，その児童がりすを演じるようにした）

翌日りすとあった動物達は，すぐにりすにかけ寄ったものの，りすに何と声を掛けたら

良いのかわからず，戸惑った表情であった。しばらくして白鳥が，「仲間外れにしちゃっ

てごめんね。」と謝り，白鳥の背中にりすを乗せて，島に渡ることになった。

途中監督が，「白鳥さん，沈んできましたよ。」と声をかけると，あひるは白鳥の支え

になるよう前に行き，亀はりすの腰に手を添えて，沈まないように支えた。

○「一緒に行こう」と言われて嬉しかった

演じ終わった後観客は，「楽しそうだった。」「3 人が優しくなった。」「大変だけど，諦
めていなかった。」と感想を語った。

動物を演じた児童からは，「みんなで遊びたいから，諦めなかった。」「みんなで遊ぶと，

友達が増えるから楽しくなる。」等の感想が語られた。りすは笑顔で，「一緒に行こうと
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言われたことが嬉しかった。」と語り，喜びの大きさを確かめることができた。

このように，2 年生は「一緒に」がテーマとなって，互いの喜びの内容を，明確にする
ことができた。

なお，八木橋教諭は低学年だけではなく，この後 6年生を除く全学年で，本教材を使っ
た役割演技による授業を実験的に展開し，その違いを明らかにした。このことについては，

別の場で発表することを検討中である。

さて，これまで，「およげない りすさん」を教材とした役割演技による道徳授業の指

導案を広く提供するまでの過程を報告した。

2018年 4月に教科書を購入することができるようになったため，
①教材の選定

②①の教材を模擬授業（ゼミ，早川が講師の研修会，免許状更新講習）などで模擬授業

として展開してその効果や修正点を明確にし，

③②の結果を受け修正した指導案を，主に上越教育大学教職大学院の学校支援プロジェ

クトにおいて連携協力校で授業展開し，広く公開できることを確かめた。

次の頁からは，その指導案や留意点を述べることで，本研究の成果を提供し，報告とす

る。

註

１）例えば，「「特別の教科 道徳」の指導方法・評価について（報告）」2016，道徳教育に係る評価等の
在り方に関する専門家会議，p.6
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